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今
回
の
電
力
不
足
に
よ
る

計
画
停
電
は
、原
発
だ
け
で
な

く
、
火
力
発
電
所
の
広
野
（
総

出
力
３
８
０
万
kW
）・
常
陸
那

珂
（
総
出
力
１
０
０
万
kW
）・

鹿
島
（
総
出
力
４
４
０
万
kW
）

な
ど
も
地
震
で
ス
ト
ッ
プ
し

て
い
る
た
め
だ
。こ
れ
ら
の
火 

   力
発
電
所
が
復
旧
す
れ
ば
停

電
は
回
避
さ
れ
る
。 

京
大
の
原
子
力
研
究
者
・
小

出
裕
章
氏
に
よ
る
と
「
原
発

は
我
が
国
の
発
電
量
の

30
％
を
占
め
て
お
り
、
原
発

抜
き
で
は
電
力
不
足
に
陥
る

と
い
わ
れ
る
が
、
発
電
設
備 

機
か
ら
４
号
機
ま
で
が
破
壊

さ
れ
発
電
能
力
が
失
わ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
東
京
電
力

管
内
で
は
、
今
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
「
計
画
停
電
」

が
実
施
さ
れ
、
市
民
生
活
の

至
る
所
で
不
便
な
生
活
が
強

い
ら
れ
て
い
る
。 

多
く
の
人
々
は
「
原
発
が

止
ま
っ
た
か
ら
電
力
不
足
に

な
っ
た
」
と
勘
違
い
し
て
い

る
。
東
電
も
政
府
も
詳
し
い

説
明
を
し
な
い
ま
ま
、
原
発

事
故
に
右
往
左
往
す
る
ば
か

り
で
、
国
民
に
は
本
当
の
こ

と
が
伝
わ
ら
な
い
。 

 

 

震
災
に
よ

り
福
島
第
一

原
発
の
１
号

 
３
月
11
日
、
三
陸
沖
か
ら
茨
城
県
沖
に
か
け
て
、
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
（
Ｍ
）
９
の
大
地
震
が
襲
っ
た
。
地
震
直
後
、
巨
大
津
波
が
追

い
討
ち
を
か
け
、
２
万
８
千
人
を
超
す
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し

た
。
沿
岸
部
一
対
は
壊
滅
的
被
害
を
こ
う
む
り
、
更
に
、
福
島
第
一

原
発
の
１
号
か
ら
４
号
機
ま
で
が
炉
心
溶
融
を
起
こ
し
、
高
濃
度
の

放
射
能
を
撒
き
散
ら
す
前
代
未
聞
の
大
惨
事
と
な
っ
た
。 

の
稼
働
率
は
原
発
70
％
、
水

力
20
％
、
火
力
48
％
で
、

原
発
を
止
め
て
も
火
力
発
電

の
稼
働
率
を
70
％
に
あ
げ

れ
ば
ま
か
な
う
こ
と
が
可

能
」
と
の
こ
と
だ
。 

 

電
力
会
社
は
こ
れ
ま
で
原

発
に
よ
る
発
電
を
重
視
し
、 

   

水
力
、
火
力
の
稼
働
率
を
抑

え
た
結
果
が
、
今
回
の
「
計

画
停
電
」
を
招
い
た
と
も
い

え
る
。 

「
原
発
を
止
め
て
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
す
べ
き
」
と
い

う
考
え
が
あ
る
が
、
電
力
会

社
や
原
発
推
進
論
者
は
規
模 

 

 

    

る
。 

 

何
か
し
な
け
れ
ば
と
、
か
き
立

て
ら
れ
て
い
る
。 

▼
即
、
出
来
る
こ
と
は
寄
付
金

集
め
、
衣
類
、
日
常
品
の
調
達

な
ど
だ
が
、
そ
れ
等
を
ど
の
よ

う
に
集
め
ど
の
よ
う
に
被
災
現

地
に
届
け
る
か
だ
。
新
聞
・
テ

レ
ビ
の
報
道
で
は
現
地
は
混
乱

し
て
全
国
か
ら
届
く
救
援
物
資

が
配
布
ル
ー
ト
も
決
ま
ら
な
い

ま
ま
滞
留
し
て
い
る
と
い
う
。

▼
震
災
発
生
か
ら
既
に
３
週
間

が
経
過
し
、
20
万
人
近
い
避
難

民
の
多
く
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
で

仕
切
っ
た
狭
い
区
画
で
、
毛
布

に
包
ま
っ
て
暮
ら
す
体
育
館
や

公
的
避
難
場
所
で
の
生
活
は
、

既
に
限
界
状
態
に
来
て
い
る
。

一
亥
も
早
く
風
呂
に
入
れ
、
暖

か
い
食
事
が
出
来
、
ひ
と
時
の

安
ら
ぎ
を
得
る
事
の
出
来
る
屋

根
の
あ
る
家
が
必
要
だ
。 

▼
大
津
波
や
原
発
震
災
で
避
難

し
た
人
々
は
、
お
そ
ら
く
長
い

期
間
、
故
郷
に
は
戻
れ
な
い
だ

ろ
う
。
政
府
は
仮
設
住
宅
や
公

営
住
宅
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
の
借

り
上
げ
な
ど
を
手
配
し
て
い
る

が
、
避
難
民
全
員
が
入
居
す
る

に
は
程
遠
い
。 

▼
心
あ
る
全
国
の
多
く
の
人
達

は
、
自
宅
に
空
き
部
屋
が
あ
る

の
で
無
料
で
提
供
で
き
る
。
民

間
の
空
き
住
宅
が
あ
る
の
で
提

供
出
来
る
と
い
う
人
々
も
多
く

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し

た
情
報
を
集
め
集
約
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
表
し
、
被
災

地
の
人
々
に
直
接
見
て
も
ら

い
、
気
に
入
っ
た
ら
入
居
し
て

も
ら
う
仕
組
み
が
是
非
と
も
必

要
だ
。
各
地
で
そ
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
出
来
な
い
も
の
か
？ 

 

▼
東
北
・
太
平
洋
沿
岸

地
震
に
よ
る
大
災
害
は

余
り
に
も
痛
ま
し
い
。

こ
ん
な
に
も
酷
い
惨
状

は
か
っ
て
見
た
こ
と
も

な
い
。
多
く
の
国
民
は 

が
小
さ
過
ぎ
て
「
非
現
実
的

だ
」
と
い
う
。 

し
か
し
、
脱
原
発
を
進
め

る
田
中
優
氏
の
話
で
は
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
風
力
、

太
陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
）

で
、
電
力
は
ど
の
ぐ
ら
い
ま

か
な
え
る
か
？
に
つ
い
て
、

東
京
電
力
が
東
京
大
学
に
委

託
し
て
調
べ
た
結
果
、
関
東

地
方
沿
岸
50
km
以
内
に
風

車
を
建
て
た
と
し
た
ら
「
２

０
０
５
年
の
東
京
電
力
の
年

間
電
力
販
売
量
と
ほ
ぼ
同
じ

電
力
が
作
れ
る
」
と
い
う
も

の
で
、
電
力
供
給
は
、
原
発

に
頼
ら
な
く
て
も
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
だ
け
で
可
能
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
は
、
東
京
電 
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計
画
停
電
で
電
力
不
足
の
不
安
が
広
が
る
が 

原
発
が
止
ま
る
と
電
力
不
足
は
ウ
ソ
！ 
 

力
は
十
分
承
知
の
上
だ
。 

ま
た
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
研
究
所
に
よ
る
と
、今
春
か

ら
夏
の
需
要
ピ
ー
ク
時
、適
切

な
需
要
対
応
を
す
れ
ば
、
「
計

画
停
電
」
を
実
施
し
な
く
て

も
、十
分
に
対
応
可
能
で
あ
る

と
い
う
。
中
長
期
的
に
は
、
地

域
分
散
型
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
中
心
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
に
転
換
す
れ
ば
、電
力

の
安
定
供
給
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
体
制
の
確
立
は
可
能
で
あ

る
。 

 
 

「
原
発
を
止
め
る
と
電
力
不

足
に
よ
る
停
電
が
避
け
ら
れ

な
い
」
と
い
う
の
は
、
如
何
に

も
原
発
推
進
の
た
め
の
方
便

で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。 

 

原発震災は人災だ！ 
――福島原発事故の真相―― 

主
張 

ち
構
え
る
。
最
悪
な
ら
数
年

を
要
す
る
と
の
見
方
も
出
て

い
る
。
さ
ら
に
「
安
全
」
を 

 

測
で
き
な
か
っ
た
訳
で
は
な

い
。 日

本
の
沿
岸
地
震
で
は
、

ほ
ん
の
１
０
０
年
前
の
１
８

９
６
年
、
明
治
三
陸
地
震
津

波
で
、
岩
手
県
沿
岸
の
綾
里

で
は
３
８
・
２
ｍ
、
吉
浜
２

４
・
４
ｍ
、
田
老
１
４
・
６

ｍ
の
大
津
波
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。 

「
想
定
外
」
の
言
葉
を
安

っ
ぽ
く
濫
用
す
る
な
と
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
に
言
い
た
い
。
電

力
会
社
が「
故
意
に
想
定
し
な

か
っ
た
」
だ
け
で
あ
る
。 

昨
年
３
月
、
１
９
７
１
年
に

運
転
を
開
始
し
た
福
島
第
一

原
発
１
号
機
に
つ
い
て
、東
京

電
力
は
、
こ
の
原
発
が
40
年

を
迎
え
る
と
い
う
の
に
、超
老

朽
化
原
発
の
運
転
続
行
と
い

う
暴
挙
を
発
表
し
、
60
年
運

転
も
可
能
だ
と
暴
言
を
吐
い

 

の
指
摘
も
出
て
い
る
。 

 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

広
瀬

隆
氏
は
指
摘
す
る
。「
想
定

外
」
の
言
葉
を
濫
用
す
る
電

力
会
社
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は

お
か
し
い
。
津
波
に
よ
る
天

災
は
、
避
け
る
こ
と
が
で
き

な
が
、
し
か
し
こ
の
悲
惨
な

原
発
事
故
は
人
災
で
あ
る
。 

そ
れ
を
起
こ
し
た
責
任
者

は
、
電
力
会
社
だ
け
で
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
何
も
こ
の
事

態
を
警
告
し
な
か
っ
た
テ
レ

ビ
と
、
デ
タ
ラ
メ
な
解
説
を

し
て
い
る
専
門
家
と
呼
ば
れ

る
大
学
教
授
た
ち
で
あ
る
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
は
「
１
０
０

０
年
に
１
度
の
巨
大
地
震
」

と
強
調
す
る
が
、
こ
の
東
北

地
方
三
陸
沖
地
震
の
実
害

と
、
原
発
震
災
を
起
こ
し
た

原
因
は
、
津
波
で
あ
っ
た
。 

津
波
の
脅
威
は
、
誰
に
も
予 

 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 
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ま
た
、放
射
能
汚
染
の
度
合

い
で
は
、
テ
レ
ビ
で
は
、
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
も
政
府
も
み
な
、

微
量
、
微
量
と
言
い
続
け
た
。

こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
皆
、
お
そ

る
べ
き
犯
罪
者
た
ち
で
あ
る
。

国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
べ

き
政
府
が
無
責
任
に
、自
ら
の

都
合
と
保
身
に
逃
げ
込
む
言

動
で
し
か
な
い
。 

 

今
回
、東
日
本
を
襲
っ
た
未

曾
有
の
大
災
害
は
、こ
れ
ま
で

日
本
を
支
配
し
て
き
た
色
々

な
考
え
方
や
仕
組
み
を
根
本

的
に
変
え
て
い
く
契
機
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
大
転

換
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
胆

な
導
入
、
社
会
の
あ
り
方
や

人
々
の
暮
ら
し
方
。そ
し
て
何

よ
り
も
自
然
と
の
共
生
。自
然

の
大
切
さ
を
肝
に
銘
じ
た
生

き
方
な
ど
で
あ
る
。 

 

 

原
発
震
災
に
よ
る
福
島
第

一
原
発
の
放
射
能
漏
れ
で
広

い
範
囲
に
放
射
能
汚
染
が
深

刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。政

府
は
、
半
径
20
Km
以
内
は

退
去
、
30
Km
ま
で
は
屋
外

退
避
と
し
て
い
る
。 

 
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
放

射
線
強
度
は
シ
ー
ベ
ル
ト
単

位
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、そ
れ

が
ど
の
よ
う
な
単
位
か
考
え

て
み
る
。 

 

放
射
線
の
強
さ
を
表
す
に

は
放
射
線
が
１
Kg
当
た
り

の
物
質
に
ど
れ
だ
け
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
与
え
た
か
で
表
す
。

 

そ
こ
で
１
Kg
当
た
り
１

ジ
ュ
ー
ル
（
Ｊ
）
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
与
え
る
強
さ
を
１
グ
レ

イ
（
Gy
）
と
す
る
。 

放
射
線
に
は
α
・
β
・
γ
線

の
違
い
が
あ
り
、α
線
が
他
の

 

放
射
線
量
は
１
時
間
当
た
り

０
・
０
３
７
㍉
Sv
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
こ
の
場
合
、
自

然
状
態
に
比
べ
２
１
６
倍
の

放
射
能
強
度
だ
っ
た
こ
と
に

な
る
。 

一
般
市
民
の
年
間
被
曝
線

量
は
１
㍉
Sv
以
下
と
さ
れ
て

お
り
、原
発
労
働
者
は
１
０
０

㍉
Sv
と
さ
れ
て
い
る
。 

年
間
被
曝
量
が
５
０
０
㍉

Sv
を
超
え
る
と
、
直
接
的
な

健
康
被
害
が
出
始
め
、３
０
０

０
㍉
Sv
で
は
半
数
が
死
亡
す

る
。
し
か
し
、
少
量
の
被
曝
で

も
長
期
的
に
は
癌
等
の
発
病

の
リ
ス
ク
は
伴
う
。 

 
 

て
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
が

そ
れ
を
認
め
た
。さ
ら
に
昨
年

10
月
、
老
朽
化
し
た
福
島
第

一
原
発
３
号
機
で
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
燃
料
を
使
っ
た
危
険
な

プ
ル
サ
ー
マ
ル
営
業
運
転
に

入
っ
た
。 

福
島
第
一
原
発
は
耐
震
設

計
が
、日
本
の
原
発
で
最
も
低

い
２
７
０
ガ
ル
で
建
設
さ
れ

た
、最
も
耐
震
性
の
な
い
原
発

で
あ
る
。
そ
こ
で
今
、
炉
心
熔

融
が
起
こ
っ
た
の
だ
。 

原
発
は
「
止
め
る
」「
冷
や

す
」「
閉
じ
込
め
る
」
機
能
が

あ
る
の
で
大
丈
夫
だ
と
宣
伝

し
て
き
た
が
、
地
震
発
生
後
、

自
動
停
止
し
た
11
基
の
原

子
炉
の
う
ち
、
「
冷
温
停
止
」

し
た
の
は
福
島
第
二
原
発
３

号
機
と
女
川
原
発
１･

３
号

機
の
３
基
だ
け
で
あ
り
、
残

り
８
基
が
迷
走
中
で
あ
る
。 

 

福
島
第
一
原
発
事
故
は
、
炉
心

冷
却
装
置
が
こ
と
ご
と
く
故
障

し
、
炉
心
溶
融
と
い
う
最
悪
の
事
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ちゃわんや 
新・古美術 

炉端庵青木武士 

TEL:055-972-4213 
携帯：080-6960-5200 

β
・
γ
線
よ
り
人
体
に
与
え

る
影
響
が
20
倍
大
き
い
た

め
Gy
に
係
数
20
を
か
け
た

単
位
を
シ
ー
ベ
ル
ト
（
Sv
）

と
し
て
い
る
。
１
Sv
の
千
分

の
１
が
１
㍉
Sv
、
更
に
千
分

の
１
が
１
マ
イ
ク
ロ
Sv
と

表
し
て
い
る
。 

 

宇
宙
線
や
自
然
放
射
能
で
、

日
本
に
お
け
る
年
間
平
均
被

曝
量
は
１
・
５
㍉
Sv
で
、
３

月
29
日
、福
島
原
発
か
ら
30

Km
地
点
の
浪
江
町
に
お
け
る 

 

 手作りのおもてなし 
焼きたて珈琲の店 
 

唐良里 
営業時間 午前 10時～午後７時 
休業日 毎週日曜日 
〒411-0034 三島市加茂川町 4115-6 
TEL 055-981-8666  
FAX 055-973-8266 

喫茶店は★印 

原
子
炉
を
自
動
停
止
し
て

も
、
絶
え
ず
冷
や
し
続
け
な

い
と
燃
料
棒
は
崩
壊
熱
で
高

温
と
な
り
炉
心
熔
融
を
起
こ

す
。
や
が
て
原
子
炉
圧
力
容

器
の
鋼
鉄
を
溶
か
し
、
お
釜

の
底
が
抜
け
る
と
、
す
べ
て

の
放
射
性
物
質
が
、
外
に
出

て
行
く
。
こ
れ
が
「
チ
ャ
イ

ナ
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
呼

ば
れ
る
最
悪
の
現
象
で
あ

る
。 Ｎ

Ｈ
Ｋ
な
ど
は
、
御
用
学

者
を
動
員
し
て
「
史
上
空
前

の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
」

を
強
調
し
て
い
る
が
、
建
物

の
崩
壊
状
況
を
見
て
分
る
通

り
、
実
際
の
揺
れ
は
、
阪
神

大
震
災
の
方
が
は
る
か
に
強

烈
だ
っ
た
。
こ
の
地
震
被
害

の
原
因
は
、
揺
れ
で
は
な
く
、

ほ
と
ん
ど
が
津
波
で
あ
っ

た
。 

 

 

 

せきかわ 
病院 

Ｐ 
ＳＥＩＹＵ 

旧国１号線 

創作工房 
ＷＡＲＡＩ 

大岡駅 

きせがわ自
動車学校 ＯＳＡＤＡ 

創作工房WARAI
彫金ｗａｒａｉ 河合隆男 
ＴＥＬ・ＦＡＸ 055-952-0686 
〒410-0022 
 沼津市大岡１１９０－１ 

目
に
見
え
な
い
怖
い
放
射
線 

放
射
線
の
単
位
と
は 

取
り
戻
す
に
は
、
廃
炉
処
理

に
よ
っ
て
十
数
年
の
長
期
戦

を
覚
悟
す
る
必
要
が
あ
る
と 

 

回
収
が
難
航
。
そ
の
後
も
循
環
・

冷
却
シ
ス
テ
ム
の
復
旧
な
ど
「
い

く
つ
も
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
」
が
待  

態
に
至
り
、
周
辺
に
膨

大
な
量
の
放
射
能
を
撒

き
散
ら
し
て
い
る
。
そ

の
汚
染
の
深
刻
さ
は
計

り
知
れ
な
い
。
放
射
能

汚
染
の
回
避
・
収
束
も

目
処
が
立
た
ず
、
今
後
、

最
悪
の
事
態
も
予
想
さ

れ
る
。 

 

第
１
段
階
で
あ
る
大

量
の
汚
染
水
の
排
水
・

ボロボロになった福島第一原発 

カウンセリング・占術 
お気軽にご相談下さい。 
１件 ５千円（１時間程度） 
出張いたします。 
お電話でのご相談もＯＫ 
メールにてご予約下さい。 
mizuki-makoto@softbank.ne.jp 
（090-1782-8880 杉山も可) 
日本占術鑑定士協会会員 
内閣府認定メンタルカウンセラー 
       三月 麻琴 


